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Summary
 
I did a questionnaire about the clothing life for 1,176 junior high school students in Maebashi
 
to investigate the actual conditions of their clothing life and the advance of their understanding to
 
protect the environment. The results are as follows.
1)When buying clothing,the students attach importance to appearance,clothing comfort and price,
but they hardly care of the easy maintenance and durability.
2)Home education and home life are of great significance for the students to attach importance to
 
their buying clothes.
3)About 69％ of the students have the experience not to wear at all the clothes which they bought
 
by themselves. The students who try fitting constantly before buying clothes have more tendencies
 
to hoard the new clothes than the students who do not have the habits to do fitting. It has been
 
emphasized the importance of the environmental education, but the excellent results about the
 
advance of the environmental protection have not yet been obtained.
4)Considering clothing consumption at the point of the environmental safeguards,most important
 
things are the knowledge to select the clothes wearable far long period and the sense to evaluate
 
such a sense to select long wearable clothes. It is important to make syllabus planning with the
 
key words“environment”and“independence”resulting that the students could select long wearable
 
clothes.
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１ はじめに
大量生産、大量消費、大量廃棄は止めるべきだという社会の風潮があるものの、’02年の繊維製品
輸入浸透率 71％、一人当たりの年間繊維消費量 16.7kgという数値??が示すように、海外からの安い
衣料が消費を煽り、長期景気低迷にも関わらず衣料品分野における大量消費は依然として続いてい
る。
このような現状を受け、国も繊維製品のリサイクルに関する報告書????を発表し、実態を把握する
とともに繊維製品 3R（reduce, reuse, recycle）を進めるための理論的根拠を提示し、環境負荷軽減
への方向を指し示したところである。
また、指導要領では環境に関する教育の充実が強調されるようになったが、先に報告??したよう
にこれら問題に関する教科書での扱い方は知識伝達の色が濃く、かつ、3Rの必要性が強調されてい
るにも関わらず、最も環境負荷軽減に効果があるはずのリデュースに関する内容は乏しく、中学生
の環境意識醸成にどの程度の効果があるのか疑問が感じるところである。
そこで、中学生の衣生活に関する意識と行動などの実態を把握し、環境意識の定着度を見るとと
ともに、家庭および家庭科教育が子どもたちの被服行動に及ぼす影響を明らかにすることを目的と
し、県内の中学生を対象にアンケート調査を行い、問題点を検討することとした。
２ 方 法
２-１ 調査及び方法
前橋市内の国立および公立中学校計 3校に在籍する全生徒を対象に、授業またはホームルーム時
に質問紙を配付・回収する集合調査を 2003年 9月に実施した。欠席者を除く全生徒から回答を得る
ことができ、総数は、1,176名である。
２-２ 調査項目
調査項目は、①衣服関心度、②衣服購入時の観点、③試着の有無、④新規取得衣料を余り着なかっ
た経験、⑤日常着の手入れ、⑥家庭科の授業に関する興味・関心、とした。
３ 結果及び考察
３-１ 調査項目別傾向
調査項目順に検討を行う。先ず「衣服関心度」であるが、この項目は日常着の着方・考え方に関
する 7項目の質問をもとにクラスター分析を行い、二択項目（「おしゃれに関心が強い群」と「その
他の群」）に括ったものである。66％が「おしゃれに関心が強い群」に属すことでも明らかなように、
全体としては「衣服関心度」が高く、日々の衣服選択において、色・組み合わせ・TPOに配慮し、
他人の評価を気にしつつ個性の表現を工夫していることがわかった。衣服関心度は学年とは相関し
ないが男女差は大きく、女生徒の関心度は有意に高かった（χ?検定、P＜0.01。以下、χ?検定によ
り有意差があるものについては、確率のみ記す）。
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?衣服購入時の観点」については、12項目の観点を示し、「かなり重視する」（5点）～「全く重視
しない」（1点）までの 5段階で回答を求めた。平均得点を図 1に示したが、外観面は重視度合が高
く、手入れや耐久性については余り気にしていないことがわかった。12項目の質問をもとにクラス
ター分析で 3グループに分け、結果を図 2に示した。
?全体的に重視」群は外観面重視に加え、手入れのしやすさなども重視傾向にある群であり、72％
がこの群に属していたことから、中学生は実用面についてはやや軽視傾向にあるものの、全体的に
多くの観点から商品選択していることがわかった。特に女生徒の 88％は「全体的に重視」群に属し
ており、衣服関心度同様、女生徒の関心が強いことがわかった（P＜0.01）。
?試着の有無」に関してはスカート、ズボンなどの下衣、ブルゾン、コートなど上衣の試着状況か
らクラスター分析で 2群に分けた。たまに試着する程度の生徒までが「試着あり」グループに区分
けされるなど大枠でのグループ化であるため、7割の生徒が「試着あり」グループに属す結果となっ
た。学年による差はみられな
いが、男女別では有意な差
（P＜0.01）があり、女生徒の
方が試着割合が高かった。
次に死蔵衣料について検討
する。
新規取得衣料をほとんど着
ないまま死蔵衣料化させてい
る成人の実態については既に
報告??した通りであるが、中
学生でも 69％の生徒が、新規
購入衣料を着なかったことが
あるという経験（以後、新規
購入衣料非着用経験という）
を有しており、家庭科教科書
に則った授業展開では中学生
に環境意識が定着していない
ことを示す結果となった。
さらに、新規購入衣料非着
用経験者の内訳をみると「よ
くある」（4％）、「たまにある」
（35％）、「今までに 1、2回あ
る」（30％）と答えており、単
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図２ 衣服購入時観点によるグループ化とその特性
図１ 衣服購入時観点の平均重視度
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に 1、2回の経験にとどまらない生徒が 4割と多いことが判った。また、新規購入衣料を着ないとい
う理由（複数回答）であるが、「似合わなかった」（35％）、「組み合わせが難しかった」（34％）、「サ
イズが合わなかった」（24％）、「動きにくかった」（22％）に加え、「好みが変わった」（35％）、「流
行が変わった」（9％）など、新規に取得したものに対する非着用理由としては容認しがたい回答も
あった。特に「流行が変わった」を非着用理由に挙げる割合は、新規購入衣料を着なかった経験が
「よくある」人では 16％、「たまにある」人では 11％、「今までに 1、2回ある」人では 5％であり、
非着用経験が多い生徒ほど、流行の変化に影響されやすいと言える（P＜0.01）。また、前報で試着に
よる新規購入衣服の死蔵回避の可能性について報告??したところであるが、図 3に示すように、試
着する生徒の方が、むしろ新規購入衣料を着ない経験を頻度高く有しており（P＜0.01）、試着が必ず
しも死蔵回避に直結していないことがわかった。さらに試着すれば当然気付くはずの「サイズが合
わない」「動きにくい」という理由を挙げる割合も試着するグループの方が多く、中学生の実態は予
想に反したものであった。衣服に関心を持ちはじめる中学生にとって、新規購入衣服を「着ない」
と判断することも試着することも共に衣服に対する関心の表れとも考えられることから、学校教育
においては単に試着推奨のみでなく、学習指導要領に示されている「個性を生かす着装」との関わ
りからアプローチする必要を感じた。
それまで着用していた衣服を着なくなる「衣服廃棄理由」（死蔵を含む。複数回答）についても質
問した。図 4に示すように廃棄理由の上位 4つは納得のいく理由であるが、「好みの変化」（42％）
や「流行の変化」（22％）など、衣服廃棄理由としては妥当性を欠くと思われる理由もあり、これら
好みまたは流行の変化のいずれかを挙げたものが半数を占めたことは特記すべきことである。成長
期の子どもが同一サイズの服を何年も着用できるはずがないことから、着用可能のこの期間内に
あってなお、流行の変化・好みの変化を廃棄理由にするということは、中学生の衣服の着用期間が
如何に短いかを示すものである。以後、衣服廃棄理由に関する検討においては、好みまたは流行の
変化など妥当性を欠く理由を挙げたか否かの二択項目として扱うこととする。
着なくなった衣服の処分方法（複数回答）であるが、ゴミとして捨てたり、死蔵品として保管し
ている割合が最も多く 83％であった。次いで、「親戚、友人、知人に譲った」（66％）、「古着屋に売っ
たり、バザーに出したり、廃品回収に出す」（26％）の順で、リフォームして再利用した経験がある
図３ 試着状況別新規購入衣料を着なかった経験の有無
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者は 1割にも満たなかった。現在、繊維製品のリサイクル率は 12％程度であり、上記結果は真にこ
れを裏付けるものである。
上記と逆の場合、つまり、知り合いから譲ってもらったり、バザーやフリーマーケット、古着屋
などで購入した古着を着てみたいか否か質問した。「着たい」人（16％）は少なく、過半数は「どち
らとも言えない」と答えた。また、「着たくない」と拒否する人（27％）は、その理由（複数回答）
として「他人が着たものは嫌だ」（84％）、「汚い気がする｝（51％）を挙げている。リサイクルショッ
プ利用に関する成人対象の調査??によると、衣料品を買う場合、43％の人はキズ、汚れ、使用感等
がほとんどない状態でないと購入を検討しないと報告されており、以前に比べ古着に対する拒否反
応が薄れてきたとは言うものの、今なお、古着利用・購入には高いハードルがあることがわかる。
開隆堂及び東京書籍発行の中学校技術・家庭の教科書では、着用しなくなった衣服の活用法とし
て「人にゆずる」「弟や妹にゆずる」ことを推奨している。しかし、少子化の今、弟妹にゆずること
ができる場合は少なく、まして上記理由から「人にゆずる」ことが多量に排出される衣料の有効利
用の解決策になりうる可能性は低いことから、環境的視点をとりいれた衣服入手段階における教育
を充実すべきと考えた。
次に、衣服の整頓、衣服の補修の実践度からクラスター分析で 2群に分け「日常着の手入れの度
合い」をみる。日常着の手入れで望ましいと思われる生徒の割合は 30％で、家族への依存度は大で
ある。また、男女別でみると有意な差（P＜0.01）があり、女生徒の方が望ましい割合の生徒（41％）
が多かった。
日常着の手入れを自分でするような生徒は、衣服購入時にも手入れのしやすさ等を考慮する割合
が高いのではないかと考え、衣服購入時観点の一項目である「洗濯や手入れが簡単であるか」の重
視度と、家庭における実践度との関係をみた。洗濯機の大型化も一因であるが、家族全員の洗濯物
をまとめて洗濯する家庭が多く、本調査でも 87％の生徒が「全て家族の分と一緒に洗濯している」
と答え、洗濯との関わりは少なかった。しかし、僅かではあるが「自分のものは自分でする」生徒
（2％）や「下着や靴下などは自分でする」という生徒（9％）もいた。衣服購入時の重視度との関
図４ 服を着ないと判断する基準（複数回答)
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連を図 5に示したが、有意な
差があった（P＜0.01）。同様
に、洗濯や手入れの簡単さを
重視して衣服を購入している
生徒は、そうでない生徒と比
べ、補修・アイロンがけも比
較的よく実践しており（各々
P＜0.01）、家庭における教育
や実生活が衣服購入観点に影
響を及ぼしていることが明ら
かになった。
家庭科の授業に対する 4質
問をもとにクラスター分析を
行い、授業に対する興味関心
をみた。「役立つ教科と認識し興味をもって授業を聞く」生徒（64％）が多いものの、「授業に興味
はないものの授業は聞く」（17％）、あるいは、「関心がないし聞いてもいない」（19％）という生徒
もいた。女生徒をみると「役立つ教科と認識し興味をもって授業を聞く」生徒が 77％を占め、男生
徒との差（P＜0.01）が大きかった。全体としては学年進行とともにこのグループに属す生徒の割合
が有意に減少し（P＜0.01）、高校の受験科目でないことの影響が伺えた。
以上の結果を含む項目相互の関連を表 1にまとめた。表中の数値はクラメールの連関係数または
ファイ係数（絶対値のみ）、記号はχ?検定で有意差が認められたものに対し、その有意水準を示し
た。
図５ 衣服購入時に洗濯・手入れを重視している程度別
家庭における洗濯実践状況
表１ 項目相互の相関
性別 衣服関心度 購入観点
試着の
有無
新規購入衣料
非着用経験
衣服廃棄
理由
日常着の
手入れ
授業
興味関心
性別 ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
衣服関心度 0.4435 ?? ?? ?? ?? ?? ??
購入観点 0.3454  0.5390 ?? ?? ?? ?? ??
試着の有無 0.2956  0.2807  0.3021 ?? ?? ?? ??
新規購入衣料非着用経験 0.3559  0.2099  0.2734  0.1433 ?? ??
衣服廃棄理由 0.2702  0.2733  0.2885  0.0870  0.2316
日常着の手入れ 0.2353  0.2400  0.1726  0.1119  0.0337  0.0570 ??
授業興味関心 0.2658  0.2159  0.1734  0.1761  0.1448  0.0582  0.1172
??：P＜0.01
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３-２ 環境配慮と衣生活
教育課程審議会は、家庭科や技術・家庭科においては基礎的基本的な知識・技術の習得とともに
環境に配慮して主体的に生活を営む能力を育てることが必要であることを答申??しており、この趣
旨のもとで学習指導要領も構成されている。環境配慮の観点で今回調査結果をみるとき、一番大き
な問題は新規購入衣料非着用経験者が 7割を占めた点である。
そこで、新規購入衣料非着用経験に影響を及ぼしている要因について、数量化?類で検討を行う
こととする。新規購入衣料非着用経験と相関が高い項目を表 1から選んだが、説明変数相互で高い
相関がある衣服関心度を除外し、①性別、②衣服購入観点、③購入時試着の有無、④衣服廃棄理由、
⑤家庭科授業への興味関心の 5項目を説明変数とし、分析を行った。
判別的中率は 70％で分析の精度は良くないが、図 6に示すように、新規に購入した衣服を着ない
まま死蔵化させやすいのは、性別でみると女生徒、衣服購入観点でみると多くの観点において重視
傾向にある生徒であり、次いで流行や好みの変化を理由に衣服を廃棄する生徒、家庭科の授業では
興味関心をもって役立つと考えて授業を受けている生徒であることがわかった。購入時の試着につ
いては、目的変数への影響は小さいものであった。以上から全体的傾向をみると衣服への興味関心
が高く、かつ、指導要領で求めている「適切な選択ができる」であろう生徒ほど、新規に購入した
衣服を着ないまま死蔵化させ、環境に負荷をかける生活をしていることになり、上記答申や指導要
領の趣旨に反する結果となった。つまり、断片的な知識や興味関心だけでは、環境に配慮する心情
の育成や主体的に実践する動機づけとしては不足であったということである。
上記のような趣旨を具体化すべく研究した実践報告????もある。報告によると「自分に似合う服を
見つけ、それに愛着をもって大切に着ることは、豊かな衣生活を送ることであり、環境や資源のこ
とを考え、よりよく生きることにもつながる」、「手入れや補修の基礎的な技術を習得したり、自分
で補修できる能力を身につけることは、ゴミの減量化や家庭内のリサイクルを促進する」との考え
のもと、手入れや補修などの生活技術を習得させることが必要であると述べている。
この実践では、環境配慮型の生活態度育成とともに指導要領の求める「日常着の適切な手入れと
補修ができること」を達成しようと試みているが、今回調査結果からみて、技能習得と環境意識醸
図６ ?新規購入衣料を着ないことがあるか」に対する影響要因
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成を同時に期待することは上記実践では困難であると考えた。このように考えるのは、上述のよう
に環境配慮の視点で言えば最も問題とすべき新規購入衣料を着ることなく死蔵する経験をもつ生徒
の方が、むしろ、日常着の手入れ、特に衣服のほつれ、ボタン付けなどの補修を多くしていたこと
によるものであるが、上記実践を通して衣生活への関心が強まり、選択家庭科の履修者増につながっ
たと報告されていることから、技能習得は少なくも環境配慮型の生活態度を育成するための素地を
作ることには効果があったと考えられる。
技術の進歩で繊維製品のリサイクルも効率良く実施できるようになった。一例として廃ポリエス
テル製品から原料のジメチルテレフタレートを回収するケミカルリサイクルをみると、新規製造に
比べエネルギー換算で 79％減で繊維原料を得ることができるとの試算結果??も報告されている。そ
して、このような報告により、多くの人は環境負荷の大幅軽減策として繊維リサイクルを思い浮か
べると思うが、例え 79％減のエネルギーで繊維原料を得ることができても、衣服として市販される
までには繊維、染色、紡績、縫製等々を経なければならず、79％減のエネルギーで服になるわけで
はないことも同時に思い出さなければならないことである。
これらのことを考えると、リサイクルを免罪符にしない教育、環境負荷軽減にはリデュースが第
一であることを教える教育の実践が求められていると考える。このためには、日常着の手入れを生
徒自身に積極的にさせるよう各家庭に協力を求めることは不可欠であるが、それとともに学校教育
においては各単元毎に関連なく授業を展開するのではなく、「環境」「自立」などのキーワードのも
とで関連性をもたせながらの授業展開が必要になる。前述のように環境配慮型視点は生活技術習得
と連動して育つものではないことを肝に銘じ、観念的な意識の押し付けを避け、より長く着用でき
る服を選択できる知識、つまり、購入時観点、手入れのしやすい材質、手入れの方法などの知識を
関連づけながら教えていくべきと考える。
４ おわりに
群馬県前橋市内の中学生 1,176名を対象に衣服購入観点、日常着の手入れ、試着の有無などについ
てアンケート調査を行い実態を把握するとともに、中学生の衣生活行動において環境配慮の視点が
育っているか否かについて検討を行った。結果を以下に示す。
1)中学生は衣服購入時に外観面や着心地・価格などについては重視しているが、手入れのしやす
さや耐久性などは余り気にかけない。
2)日常着の手入れを自分でするような生徒は、衣服購入時にも手入れのしやすさ等を考慮する割
合が高く、家庭における教育および家庭生活が衣服購入観点に影響を及ぼしていた。
3)新規購入衣服を着なかったことがある生徒は約 7割で、こうした非着用経験が単に 1、2回の経
験にとどまらない生徒、つまり、頻度高く死蔵衣料化させている生徒は 4割を占めた。また、衣
服購入時に試着をする生徒の方が、むしろ、新規購入衣料を死蔵化する率が高かった。これらの
ことより、中学生の衣生活において実践に結びつくような真の環境意識はほとんど育っていず、
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環境に関する教育の充実が強調されるようになった割には、成果がみられないことがわかった。
4)新規購入衣服を着ないまま死蔵化させ環境に負荷をかける度合いが高いのは、衣服への興味関
心が高く、かつ、各種衣服購入観点を重視している生徒であった。
環境保全の観点で衣服消費を考えるとき最も重要なことは、より長く着用できる服を選択できる
知識と、これを良しとする価値観であり、「環境」「自立」のキーワードのもとで各単元の内容と関
連づけながら授業展開することが重要である。
終わりにアンケートにご協力いただきました中学校及び生徒の皆さん、研究にご協力いただきま
した鬼形木綿子さんに深謝します。
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